
JGNⅡイベント利用報告書 
 
○ イベント名 
 「JGNⅡ・看護学教育講演会」 （イベント番号０４１） 
 
○ イベント申請者（イベントの責任者） 
 所属機関：三重県立看護大学 情報センター室 
 
○ イベント概要 

① 目的 
看護学領域における遠隔教育の効果についてイベントへの参加度、理解度、費用対効

果などの観点から検討を行うことを目的とする。 
② 内容 

講演「看護学研究の軌跡をみつめて」三重県立看護大学長 前原 澄子 
平成１７年３月８日（火）14：00～15：00 

③ イベント参加人数 
参加者総数 203 名 

④ 利用方法 
次の３会場を JGNⅡ及び ISDN 回線で接続し双方向で通信する。 
・ 岩手県立大学（JGNⅡ） 
・ 岐阜県立看護大学（JGNⅡ） 
・ 三重県立看護大学（JGNⅡ・ISDN） 
・ 大阪府立看護大学（ISDN） 
 

○ 実施の評価 
今回のイベントの内容は、三重県立看護大学前原澄子学長による「看護学研究の軌跡をみ

つめて」の講演で、岩手県立大学、岐阜県立看護大学、大阪府立看護大学の３大学に配信し

た。岩手県立大学、岐阜県立看護大学は JGN2 回線により、大阪府立看護大学を ISDN 回線

によって接続した。本学からの配信は、映像および音声であり、映像には演者およびパワー

ポイントによるスライドを NTSC に変換しビデオミキサによって合成した映像を配信した。

受信は各大学から映像および音声とした。 
映像は、本学の講演の様子を送信し、各大学からは聴衆者の様子を受信した。質疑応答時は、

本学および３大学の映像を切り替えて送受信したため、画面は小さくなったものの、互いの

やり取りが確認することができたため有効な方法であった。また JGN2 の通信速度は、十分

であった。 
 
 



 

 

 

 

 


